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1．はじめに
　2018 年 6 月 13 日の日本経済新聞は近年の外国
にルーツを持つ子どもの増加を「要日本語指導の
外国人生徒最多　初の 3 万人超え」の見出しを付































































語指導が必要な子どもは、昨年 5 月 1 日時点で 3 万 4335 人だったことが 13 日、文部科学省
の調査で分かった。前回調査の 2014 年度から 5137 人増で過去最多。1991 年度の調査開始以
来、初めて 3 万人を超えた。
　文科省によると、公立小中高校などに在籍する外国人の児童生徒は 8 万 119 人。日本語指
導が必要な 3 万 4335 人のうち、実際に特別な指導を受けている子どもの割合は 76.9％（ 2 
万 6410 人）で前回調査から 6.0 ポイント減だった。海外から帰国したり、両親が国際結婚だっ
たりして、日本語指導が必要な日本人の児童生徒も 1715 人増え、9612 人と過去最多だった。
　在籍する主な学校種別は小学校 2 万 2156 人、中学校 8792 人、高校 2915 人でいずれも前
回から増えた。在籍学校数は 883 校増の 7020 校。1 人しか在籍していない 2851 校と 2 人在
籍の 1339 校が全体の 6 割近くを占めた。





















































80％（38 名）、卒業生は 20％（10 名）の 48 名
である。大学別では、関西学院大学生が 79％（37













































わる 3 団体も含む）。回収は 14 団体（回収率
70％）、うち市民グループが 12 団体、他の 2
団体は市国際交流協会である。
　②　受入れ団体の活動概要
　　　　■　活動期間は、「10 年以上」が 54％（6 団体）
を占める。「5 年未満」は 31％（4 団体）。全
般に長期に活動をしている団体が多い。







　　　　■　子どもの学習者数は、「30 人以上」が 6 団









た。受入れ学生数では、「1 人～ 5 人」が最
も多く 50％（7 団体）、「10 人以上」は 2 団
体だけである。
　　　　■　学生の活動度合は、「夏休み集中学習期間」





4 団体、「交通費を支給」が 11 団体である（支
給額は定額と実費に分かれる）。ボランティ
ア保険は団体負担が 62％（9 団体）、学生負






















































































































活動参加 2017 年 6 月）
三樹優香（同総合政策学部 3 回




市民交流センター（活動開始 2017 年 9 月～、時間帯：毎週第 2・4 土曜日 10 時～ 12 時）・高須公民館（同
2018 年４月～、毎週水曜日 15 時半～ 17 時）
６　主催（市民ボランティア団体こくさいひろば芦屋、代表：辻本久夫（2006 年 10 月～ 2018 年 5 月、現副代表）、
2006 年 9 月活動開始、活動場所：現芦屋市立浜風小学校、毎週日曜日 10 時～ 12 時、毎週火・木曜日 19 時
～ 20 時半）
７　主催：三田市国際交流協会、活動開始 2015 年 10 月（土曜日教室開始は 2013 年 10 月）、活動場所等：三田
市まちづくり協働センター、毎週金曜日 19 時～ 21 時
生、「こくさいひろば芦屋」6、
同 2015 年 6 月）
竹尾尚哉（同人間福祉学部 3 回
生、「こくさいひろば芦屋」、同
2017 年 5 月）
姜
















































８　文部科学省　学校における外国人児童生徒等に対する教育支援に関する有識者会議（平成 27 年 11 月 5 日～）
（第 6 回）配付資料【参考資料】：「外国人児童生徒等に対する教育支援に関する基礎資料　Ⅴ外国人児童生
徒教育に携わる教員・支援員の養成・確保に関する資料」










と 支 援 を 受 け て、2009 年 9 月 に「 外 国 に
ルーツを持つ子どもたちの学習支援」プロ
ジ ェ ク ト「SPIRIT（Study support Project for 
International children with Real International 









までの 9 国・地域にルーツを持つ子ども 31 人。
支援参加学生は社会学部 9 名、文学部など 4
学部 11 名の計 20 名である。SPIRIT に参加す
る学生は「運営係」「教育係」「広報係」「調査
係」を分担して活動する。5 年半の活動を経て、


































































































































































































































































































































活動日は、平日の放課後に行っている団体が 9団体、平日の夜が 4団体、土曜日が 10 団体、
日曜日が 2団体である。
時間帯の未記入団体が 1つあったので放課後に入れた（火曜、木曜、土曜）。
平常の活動のほか、8月に集中学習支援を実施しているのが 4団体。この 4団体は、平常週 3
日以上学習教室を開いている。また、2団体が、就学前集中教室（プレスクール）を実施して













































































































































































































































































































20-1 忙しさ：　 ①サークル活動 ②アルバイト ③勉強
④ボランティア活動 ⑤その他（　　　　　　　　）
20-2 経済面：　 ①実費以下の交通費 ②謝礼がない・少ない
③活動参加費 ④その他（　　　　　　　　）

















































１．教育委員会・学校 ２．国際交流協会 ３．市民グループ（NPO 等含む） 
４．ほか（ ）  
 
２）子どもへの日本語・学習支援活動を開始して、どれくらい経ちますか。 （ ）年（ ）か月 
 
３）どれくらいの頻度で開催していますか。  
（ ）回/週 （ ）回/月 その他（ ） 
 
４）開催曜日、時間帯はいつですか。（複数クラスの場合、それぞれについてご記入ください。） 
１．（ ）曜日 時間帯（ ： ～ ： ） 
 ２．（ ）曜日 時間帯（ ： ～ ： ） 
 ３．（ ）曜日 時間帯（ ： ～ ： ） 
 ４．（ ）曜日 時間帯（ ： ～ ： ） 
 ５．集中学習支援期間（時期 月・ 延 時間 ）  
６．その他（ ） 
 
４）2017 年 9 月現在、子どもの学習支援活動に参加している全支援者の実人数はどれくらいですか。 
（ ）人 
 
５）そのうち、大学生・院生の支援者の実人数はどれくらいですか。 （ ）人 
 
６）2017 年 9 月に参加している子どもの学習者の人数はどれくらいですか。 




 a．謝礼 ：１．支給している（ 円／ ） ２．支給していない ３．その他（ ） 
 b．交通費 ：１．支給している（実費） ２．支給している（定額）（ 円／ ） 
３．支給していない 
 c．活動参加費：１．徴収している（ 円／ ） ２．徴収していない ３．その他（ ） 
 
８）学生・院生のボランティア保険は、加入していますか。掛け金負担者についてもお答えください。 
 １．はい  
⇒ １．団体負担 ２．本人負担 ３．大学負担 ４．その他（ ） 








１．子どもが親近感を持ちやすい ２．教科のスキルがある ３．指導が熱心である 




 １．定期考査や長期休暇で休みがち ２．卒業すると来なくなる 
 ３．アルバイトなどが忙しい ４．学生以外の支援者とうまくいかない 
 ５．その他（ ） 
 
３）今後、学生・院生の支援者を増やしていきたいと思われますか。 
 １．おおいに思う ２．少し思う ３．あまり思わない ４．全く思わない 
 
４）大学とどのような連携をしておられますか。 
 １．している （複数回答可） 
⇒ １．教員による活動紹介 ２．サークル等での紹介 ３．チラシの掲示  
４．大学機構での紹介・ボランティア支援（相談等） 
５．支援活動をフィールドワークや実習科目として位置付ける 
６． その他（ ） 
７．特にない 
２．していない 
⇒ １．していきたい ２．してもよい ３．必要を感じない ４．その他（ ） 
 
５）大学に期待することはありますか。（複数回答可） 




















































































11 年度までは隔年、同年度から平成 20 年度まで
は毎年度実施、調査文書等に関する学校現場の事
務負担等の軽減の取組の一つとして、平成 20 年
度以降は隔年度（偶数年度）実施に改める）
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/29/06/
__icsFiles/afieldfile/2017/06/21/1386753.pdf
